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原
因

　
元
亀
元
年
六
月
二
十
八
日
、
織
田
信
長
が
徳
川
家
康
の
助
力
を
得
て
、
江
北

姉
川
に
於
て
越
前
の
朝
倉
義
景
、
江
北
の
浅
井
長
政
の
連
合
軍
を
撃
破
し
た
。

こ
れ
が
、
姉
川
の
合
戦
で
あ
る
。

　
こ
の
合
戦
、
浅
井
及
び
織
田
に
て
は
、
野
村
合
戦
と
云
う
。
朝
倉
に
て
は
三

田
村
合
戦
と
云
う
。
徳
川
に
て
は
姉
川
合
戦
と
云
う
。
後
に
徳
川
が
、
天
下
を

取
っ
た
の
だ
か
ら
、
結
局
名
前
も
姉
川
合
戦
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

　
元
来
、
織
田
家
と
朝
倉
家
と
は
仲
が
わ
る
い
。
両
家
と
も
欺

波

家
の
家
老
で

あ
る
。
応
仁
の
乱
の
時
、
斯
波
家
も
両
方
に
分
れ
た
と
き
、
朝
倉
は
宗
家
の
義

廉
に
叛



い
た
治
郎
大
輔





義
敏
に
く
っ
つ
い
た
。
そ
し
て
謀
計
を
廻



ら
し
て
義
敏

か
ら
越
前
の
守
護
職
を
ゆ
ず
ら
せ
、
越
前
の
国
主
に
な
っ
た
。
織
田
家
は
宗
家

の
義
廉
に
仕
え
て
、
信
長
の
時
ま
で
、
と
に
か
く
形
式
だ
け
で
も
斯
波
の
家
臣

と
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
織
田
か
ら
云
え
ば
、
朝
倉
は
逆
臣
の
家
で
あ
っ
た

わ
け
だ
し
、
朝
倉
の
方
か
ら
云
え
ば
、
織
田
は
陪
臣
の
家
だ
と
賤



し
ん
だ
。

　
だ
が
、
両
家
の
間
に
美
濃
の
斎
藤
と
云
う
緩
衝
地
帯
が
あ
る
内
は
、
ま
だ
よ

か
っ
た
。
そ
れ
が
、
無
く
な
っ
た
今
は
、
早
晩
衝
突
す
べ
き
運
命
に
あ
っ
た
。

　
江
北
三
十
九
万
石
の
領
主
浅
井
長
政
は
、
そ
の
当
時
ま
だ
二
十
五
歳
の
若
者

で
あ
っ
た
が
、
兵
馬
剛
壮
、
之



を
敵
に
し
て
は
、
信
長
が
京
都
を
出
づ
る
に
つ

い
て
不
便
だ
っ
た
。
信
長
は
、
妹
お
い
ち
を
娘
分
と
し
て
、
長
政
と
婚
を
通
じ

て
、
親
子
の
間
柄
に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
長
政
は
信
長
と
縁
者
と
な
る
に
つ
い
て
条
件
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

浅
井
と
越
前
の
朝
倉
と
は
、
代
々
昵
懇






の
間
柄
で
あ
る
か
ら
、
今
後
朝
倉
と
も

事
端
を
か
ま
え
て
く
れ
る
な
と
云
う
の
で
あ
っ
た
。
信
長
は
そ
の
条
件
を
諾
し

て
、
越
前
に
か
ま
わ
ざ
る
べ
し
と
の
誓
紙
を
、
長
政
に
与
え
た
。

　
永
正
十
一
年
七
月
二
十
八
日
、
信
長
は
長
政
と
佐
和
山
で
対
面
し
た
。
佐
和

山
は
、
当
時
浅
井
方
の
勇
将
、
磯
野
丹
波
守
の
居
城
で
あ
っ
た
。
信
長
か
ら
の

数
々
の
進
物
に
対
し
て
、
長
政
は
、
家
重
代
の
石
わ
り
と
名
づ
け
た
る
備
前
兼

光
の
太
刀
を
贈
っ
た
。
こ
の
浅
井
家
重
代
の
太
刀
を
送
っ
た
の
は
、
浅
井
家
滅

亡
の
前
兆
で
あ
る
と
、
後
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
。

　
然
る
に
無
力
で
あ
り
な
が
ら
陰
謀
好
き
の
将
軍
義
昭
は
、
近
畿
を
廻
る
諸
侯

を
糾
合
し
て
、
信
長
を
排
撃
せ
ん
と
し
た
。
そ
の
主
力
は
、
越
前
の
朝
倉
で
あ

る
。

　
信
長
は
、
朝
倉
退
治
の
た
め
、
元
亀
元
年
四
月
、
北
陸
の
雪
溶
く
る
を
待
っ

て
、
徳
川
家
康
と
共
に
敦
賀
表
に
進
発
し
た
。

　
し
か
も
、
前
年
長
政
に
与
え
た
る
誓
書
あ
る
に
拘





ら
ず
、
長
政
に
対
し
て
一

言
の
挨
拶
も
し
な
か
っ
た
。
信
長
が
長
政
に
挨
拶
し
な
か
っ
た
の
は
、
挨
拶
し

て
は
却



っ
て
長
政
の
立
場
が
困
る
だ
ろ
う
と
の
配
慮
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と

云
わ
れ
て
居
る
。

　
決
し
て
、
浅
井
長
政
を
馬
鹿
に
し
た
の
で
は
な
く
、
信
長
は
長
政
に
対
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
可
な
り
好
遇
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
信
長
の
越
前
発
向
を
聞
い
て
、
一
番
腹
を
立
て
た
の
は
、
長
政
の
父

久
政
で
あ
る
。
元
来
、
久
政
は
長
政
十
六
歳
の
と
き
、
家
老
達
か
ら
隠
居
を
す

す
め
ら
れ
て
、
長
政
に
家
督
を
譲
っ
た
位
の
男
故



、
あ
ま
り
利
口
で
な
く
、
旧

弊
で
頑
固
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
信
長
の
違
約
を
怒



っ
て
、
こ
ん
な
表
裏
反

覆
の
信
長
の
こ
と
だ
か
ら
、
越
前
よ
り
の
帰
り
が
け
に
は
、
き
っ
と
此
の
小
谷





城
へ
も
押
し
寄
せ
て
来
る
に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
危
険
な
信
長
を
頼
む
よ
り
も
、

此
方





か
ら
手
を
切
っ
て
、
朝
倉
と
協
力
し
た
方
が
い
い
と
云
っ
た
。
長
政
の
忠

臣
遠
藤
喜
右
衛
門
、
赤
尾
美
作






な
ど
は
、
信
長
も
昔
の
信
長
と
は
違
う
、
今
で

3



は
畿
内
五
州
、
美
濃
、
尾
張
、
三
河
、
伊
勢
等
十
二
ヶ
国
の
領
主
で
あ
る
。
以

前
の
信
長
の
よ
う
に
、
そ
ん
な
不
信
な
事
を
や
る
わ
け
は
な
い
。
そ
れ
に
当
家

と
朝
倉
と
が
合
体
し
て
も
、
わ
ず
か
一
国
半
で
あ
る
。
到
底
信
長
に
敵
す
る
わ

け
は
な
い
。
こ
の
際
は
、
磯
野
丹
波
守
に
一
、
二
千
の
兵
を
出
し
、
形
式
的
に

信
長
に
対
す
る
加
勢
と
し
て
越
前
に
遣
わ
し
、
只
管






信
長
に
頼
っ
た
方
が
、
御

家
長
久
の
策
で
あ
る
と
云
っ
た
が
、
久
政
聴
か
ず
、
他
の
家
臣
達
も
、
久
政
に

同
意
す
る
も
の
多
く
、
長
政
も
父
の
命
に
背



き
が
た
く
、
遂
に
信
長
に
反
旗
を

翻
し
て
、
前
後
か
ら
信
長
を
挾
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
越
前
に
い
た
信
長
は
、
長
政
反
す
る
と
聞
い
た
が
、
「
縁
者
で
あ
る
上
、
江

北
一
円
を
や
っ
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
不
足
に
思
う
わ
け
は
な
い
筈
だ
」
と
、
容

易
に
信
じ
な
か
っ
た
が
、
事
実
だ
と
知
る
と
、
周
章
し
て
、
這
々






の
体
で
、
間

道
を
京
都
に
引
き
上
げ
た
。
此
の
時
、
木
下
藤
吉
郎
承
っ
て
殿





り
を
勤
め
た
。

金
ヶ
崎
殿
軍
と
し
て
太
閣
出
世
譚





の

一
頁
で
あ
る
。

　
信
長
や
が
て
、
岐
阜
に
引
き
上
げ
、
浅
井
征
伐
の
大
軍
を
起
し
六
月
十
九
日

に
発
向
し
て
、
浅
井
の
居
城
小
谷
に
向
っ
た
。
そ
れ
が
姉
川
合
戦
の
発
端
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
戦
前
記

　
京
都
か
ら
岐
阜
に
帰
っ
て
準
備
を
整
え
た
信
長
は
、
六
月
十
九
日
二
万
有
余

の
大
軍
を
催
し
て
、
岐
阜
を
立
ち
、
二
十
一
日
早
く
も
浅
井
の
本
城
な
る
小
谷

に
迫
っ
て
町
家
を
焼
き
払
っ
た
。
し
か
し
、
浅
井
が
出
で
て
戦
わ
ぬ
の
で
、
引

き
上
げ
て
姉
川
を
渡
り
、
そ
の
左
岸
に
あ
る
横
山
城
を
攻
め
た
。
そ
し
て
、
横

山
城
の
北
竜
ヶ
鼻
に
陣
し
て
、
家
康
の
来



る
を
待
っ
た
。
六
月
二
十
七
日
、
家

康
約
五
千
余
騎
を
率
い
て
来
援
し
た
。

（
家
康
に
取
っ
て
も
、
大
事
な
軍





で
あ
っ
た
。
信
長
よ
り
加
勢
を
乞
わ
れ
て
、

家
康
の
諸
将
相
談
し
た
が
、
本
多
平
八
郎
忠
勝
、
家
康
に
向
っ
て
曰
く
、
「
信

長
公
を
安
心
の
出
来
る
味
方
と
思
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
う
と
は
限
ら

な
い
。
折
あ
ら
ば
殿
を
難
儀
の
軍
な
ど
さ
せ
戦
死
を
も
な
さ
る
よ
う
に
工



ま
ぬ

と
も
限
ら
な
い
。
今
度
の
御
出
陣
殊



に
大
事
で
あ
る
」
と
。
家
康
そ
の
忠
言
を

欣

び

、
わ
ざ
と
多
く
の
軍
勢
を
引
き
つ
れ
ず
に
行
っ
た
の
だ
。
出
先
で
敗
れ
て

も
、
国
許
が
手
薄
に
な
ら
ぬ
為
の
用
意
で
あ
っ
た
）

　
長
政
も
、
越
前
に
使
を
派
し
て
朝
倉
の
援
兵
を
乞
う
た
。
然
る
に
、
義
景






自

ら
出
張
せ
ず
、
一
族
孫
三
郎
景
健






に
、
約
一
万
の
兵
を
与
え
て
来
援
せ
し
め
た
。

　
長
政
は
、
朝
倉
に
対
す
る
義
理
か
ら
、
…
…
好
意
か
ら
信
長
に
叛



い
て
い
る

の
に
、
肝
心
の
朝
倉
義
景
は
、
こ
の
大
事
な
一
戦
に
自
ら
出
向
い
て
来
な
い
の

で
あ
る
。
隣
の
家



が
焼
け
て
い
る
裡



は
、
ま
ず
ま
ず
と
云
う
考
え
な
の
で
あ
る
。

尤
も
、
そ
う
し
た
暗
愚
の
義
景
を
頼
り
に
し
た
の
は
、
長
政
の
不
覚
で
も
あ
る

が
…
…
。

　
長
政
、
朝
倉
の
来
援
を
得
て
、
横
山
城
を
救
わ
ん
と
し
、
二
十
五
日
小
谷
城

を
出
で
、
そ
の
東
大
寄






山
に
陣
を
張
っ
た
。
翌
二
十
八
日
に
は
、
三
十
町
も
進

み
来
り
、
浅
井
軍
は
野
村
に
朝
倉
勢
は
三
田
村
に
展
開
し
た
。

　
か
く
て
、
織
田
徳
川
軍
は
姉
川
を
挾
ん
で
浅
井
朝
倉
軍
と
南
北
に
対
陣
し
た
。

　
今
南
軍
即
ち
織
田
徳
川
方
の
陣
容
を
見
る
に
、

　
織
田
信
長
（
三
十
七
歳
）

　
　
　
　
二
百
四
十
余
万
石
、
兵
数
六
万
、
姉
川
に
来
り
し
も
の
は
、
そ
の
半

数
　
　

　
　
　
　
第
一
陣
　
阪
井
　
政
尚






┐

　
　
　
　
第
二
陣
　
池
田
　
信
輝
│
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第
三
陣
　
木
下
　
秀
吉
│

　
　
　
　
第
四
陣
　
柴
田
　
勝
家
┬
（
兵
各
三
千
）

　
　
　
　
第
五
陣
　
森
　
　
可
成






│

　
　
　
　
第
六
陣
　
佐
久
間
信
盛
┘

　
　
　
　
本
陣
　
信
長
（
兵
五
千
余
）

　
　
　
横
山
城
へ
の
抑
え

　
　
　
　
丹
羽
　
長
秀
（
兵
三
千
）

　
　
　
　
氏
家
　
直
元
（
兵
千
）

　
　
　
　
安
藤
　
範
俊






（
兵
千
）

　
徳
川
家
康
（
二
十
九
歳
）

　
　
　
　
六
十
余
万
石
、
兵
数
約
一
万
六
千
、
姉
川
に
来
り
し
も
の
約
五
千
　

　　
　
　
　
第
一
陣
　
酒
井
　
忠
次
（
兵
千
余
）

　
　
　
　
第
二
陣
　
小
笠
原
長
忠






（
兵
千
余
）

　
　
　
　
第
三
陣
　
石
川
　
数
正
（
兵
千
余
）

　
　
　
　
本
陣
　
家
康
（
兵
二
千
余
）

　
外
に
信
長
よ
り
家
康
へ
の
加
勢
と
し
て

　
　
　
　
稲
葉
　
通
朝
（
兵
千
余
）

　
徳
川
家
康
の
部
将
中
、
酒
井
石
川
は
譜
代
だ
が
、
小
笠
原
与
八
郎
長
忠
だ
け

は
、
そ
う
で
な
い
。
小
笠
原
は
、
元
、
今
川
家
の
大
将
で
武
功
の
勇
将
で
あ
る
。

家
康
に
従
っ
て
は
い
る
が
、
も
し
家
康
が
信
長
へ
加
勢
と
し
て
上
方






に
で
も
遠

征
し
た
ら
、
そ
の
明
巣





に
遠
州
を
掠
取






ら
ん
と
云
う
肚



も
な
い
で
は
な
い
。
家

康
も
そ
の
辺
ち
ゃ
ん
と
心
得
て
い
る
の
で
、
国
に
は
置
か
ず
、
一
し
ょ
に
連
れ

て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ま
だ
馴
れ
な
い
猛
獣
に
、
く
さ
り
を
つ
け
て

引
っ
ぱ
っ
て
来
、
戦
争
に
使
お
う
と
云
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
小
笠
原
で

あ
る
か
ら
、
武
功
の
士
多
く
、
姉
川
に
於
て
の
働
き
も
亦



格
別
で
あ
っ
た
。

（
『
武
功
雑
記
』
に
、
「
此
度






権
現
様
小
笠
原
与
八
郎
を
先
手
に
被



せ
付
け
ら

れ
候




。

与
八
郎
下
心
に
挾
む
所
あ
り
と
雖





も
、
辞
退
に
及
ば
ず
し
て
、
姉
川
に

て
先
手
致
し
勝
利
を
得
申
し
候
。
其



時
節
与
八
郎
家
来
渡
辺
金
太
夫
、
伊
達
与

兵
衛
、
中
山
是
非
介
働
き
殊
に
勝



れ
候
て
三
人
共
に
権
現
様
よ
り
御
感
状
下
さ

れ
候
。
渡
辺
金
太
夫
は
、
感
状
の
上
に
吉
光
の
御
腰
物
下
さ
れ
候
事
也
」
と
あ

る
。
こ
の
小
笠
原
は
、
小
田
原
の
時
亡
ん
だ
。
恐
ら
く
現
在
の
小
笠
原
長
幹
伯

は
、
そ
の
一
族
だ
ろ
う
）

　
家
康
が
、
到
着
し
た
時
、
信
長
は
遠
路
の
来
援
を
謝
し
な
が
ら
、
明
日
は
ど

う
ぞ
弱
か
ら
ん
方
を
助
け
て
く
れ
と
云
っ
た
。
つ
ま
り
予
備
隊
に
な
っ
て
く
れ

と
云
う
わ
け
だ
。
家
康
嫌
っ
て
、
打
ち
込
み
（
他
と
入
り
交
っ
て
の
意
な
ら
ん
）

の
軍
せ
ん
こ
と
、
弓
矢
の
瑕
瑾





で
あ
る
か
ら
、
小
勢
で
は
あ
る
が
独
立
し
て
一

手
の
軍
を
し
た
い
と
主
張
し
た
。
も
し
望
み
が
叶



わ
な
け
れ
ば
、
本
国
に
引
き

返
さ
ん
と
云
っ
た
。
信
長
、
左
様
に
仰
せ
ら
れ
る
の
な
ら
、
朝
倉
勢
を
引
き
受

け
て
貰
い
た
い
。
尤
も
北
国
の
大
敵
に
向
わ
せ
ら
れ
る
に
は
、
御
勢
ば
か
り
で

は
、
あ
ま
り
に
小
人
数
で
あ
る
。
信
長
の
勢
か
ら
、
誰
か
撰



ん
で
く
れ
と
云
っ

た
。
と
、
家
康
は
、
自
分
は
小
国
で
小
勢
を
使
い
習
っ
て
い
る
か
ら
、
大
勢
は

使
え
な
い
し
、
心
を
知
ら
ぬ
人
を
下
知
す
る
の
も
気
苦
労
だ
か
ら
、
自
勢
だ
け

で
沢
山
だ
と
云
っ
た
。
信
長
重
ね
て
、
朝
倉
と
云
う
北
国
の
大
軍
を
家
康
だ
け

に
委
し
た
と
あ
っ
て
は
、
信
長
が
天
下
の
嘲





り
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
ら
、
義

理
に
で
も
い
い
か
ら
誰
か
を
使
っ
て
く
れ
と
、
ひ
た
す
ら
勧
め
た
の
で
、
然
ら

5



ば
是
非
に
及
ば
ず
、
稲
葉
伊
予
守
貞
通
（
通
朝
、
良
通
な
ど
と
も
云
う
）
を
か

し
て
く
れ
と
云
っ
た
。
織
田
の
勢
よ
り
、
た
だ
一
人
、
海
道
一
の
弓
取
た
る
家

康
に
撰
み
出
さ
れ
た
る
稲
葉
伊
予
守
の
面
目
、
思
う
べ
し
で
あ
る
。

　
稲
葉
伊
予
守
は
、
稲
葉
一
徹
で
美
濃
三
人
衆
の
一
人
で
、
斎
藤
家
以
来
名
誉

の
士
だ
。
茶
室
で
信
長
に
殺
さ
れ
か
け
た
の
を
、
床
の
間
に
か
か
っ
て
い
る
韓

退
之
の
詩
『
雲

横

秦

嶺
















』
を
読
ん
で
命
を
助
か
っ
た
文
武
兼
備
の
豪
傑

で
あ
る
。

　
戦
い
果
て
て
後
、
信
長
、
稲
葉
の
功
を
賞
し
、
自
分
の
一
字
を
や
っ
て
、
長

通
と
名
乗
れ
と
云
う
。
稲
葉
悦





ば
ず
し
て
信
長
に
向
っ
て
曰
く
、
「
殿
は
盲





大

将
に
し
て
、
人
の
剛
臆
が
分
ら
な
い
の
だ
。
自
分
は
、
上
方
勢
の
中
で
は
、
鑓



取
る
者
と
も
云
わ
れ
る
が
、
徳
川
殿
の
中
に
加
わ
り
て
は
、
足
手
纏



い
の
弱
兵

に
て
一
方
の
役
に
立
っ
た
と
も
覚
え
ず
、
自
分
の
勲
功
を
御
賞
め
に
な
る
な
ど
、

身
び
い
き
と
云
う
も
の
で
、
三
河
の
人
の
思
わ
む
こ
と
も
恥
し
」
と
。
自
分
の

勲
功
を
謙
遜
し
、
家
康
勢
を
賞
め
上
げ
る
な
ど
、
外
交
手
段
を
心
得
た
な
か
な

か
の
曲
者
で
あ
る
。

　
浅
井
朝
倉
の
陣
容
は
、
次
ぎ
の
通
り
だ
。

　
　
浅
井
勢

　
浅
井
長
政
（
二
十
六
歳
）

　
　
　
　
三
十
九
万
石
、
兵
数
約
一
万
　
　

　
　
　
　
第
一
陣
　
磯
野
　
員
昌






（
兵
千
五
百
）

　
　
　
　
第
二
陣
　
浅
井
　
政
澄
（
兵
千
）

　
　
　
　
第
三
陣
　
阿
閑





　
貞
秀
（
兵
千
）

　
　
　
　
第
四
陣
　
新
庄
　
直
頼
（
兵
千
）

　
　
　
　
本
陣
　
長
政
（
兵
三
千
五
百
）

　
朝
倉
勢
（
朝
倉
義
景
）

　
　
　
　
八
十
七
万
石
、
兵
数
二
万
、
姉
川
に
来
り
し
も
の
一
万
　
　

　
　
　
　
第
一
陣
　
朝
倉
　
景
紀






（
兵
三
千
）

　
　
　
　
第
二
陣
　
前
波
新
八
郎
（
兵
三
千
）

　
　
　
　
本
陣
　
朝
倉
　
景
健
（
兵
四
千
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
真
書
太
閣
記
』
に
依
る
と
、
浅
井
朝
倉
方



戦
前
の
軍
議
の
模
様
は
、
左
の
通

り
だ
。

　
　
七
日
の
夜
深

け
て
長
政
朝
倉
孫
三
郎
景
健
に
面
会
な
し
、
合
戦
の
方
便
を

　
談
合
あ
り
け
る
は
、
越
前
衆
の
陣
取






し
大
寄
山
よ
り
信
長
の
本
陣
龍
ヶ
鼻
ま

　
で
道
程






五
十
町
あ
り
。
直



に
押
し
か
ゝ
り
て
は
人
馬
と
も
に
力
疲
れ
て
気
衰

　
ふ
べ
け
れ
ば
、
明
暁
野
村
三
田
村
へ
陣
替
あ
り
て
一
息
つ
ぎ
、
二
十
八
日
の

　
晨
朝






に
信
長
の
本
陣
へ
不
意
に
切
掛
り
、
急
に
是



を
攻
め
れ
ば
敵
は
思
ひ
よ

　
ら
ず
し
て
周
章
す
べ
し
、
味
方
は
十
分
の
勝
利
を
得
べ
き
な
り
と
申
し
け
る

　
に
、
浅
井
半
助
と
て
武
勇
人



に
許
さ
れ
し
も
の
な
が
ら
、
先
年
久
政
の
勘
当

　
を
う
け
て
小
谷
を
追
出
さ
れ
、
濃
州
に
立
越
え
稲
葉
伊
予
守
に
所
縁
あ
る
を

　
以
て
暫
時
か
く
ま
は
れ
て
居
た
り
し
か
ば
、
信
長
の
軍

立







を
能
々






見
知
り

　
て
あ
り
け
る
が
、
今
度






織
田
徳
川
矛
盾
に
及
ぶ
と
、
浅
井
を
見

続

が
ず
ば
弥






　
不
忠
不
義
の
名
を
蒙





る
べ
し
と
お
も
ひ
、
稲
葉
に
は
暇
乞
も
せ
ず
、
ひ
そ
か

　
に
小
谷
へ
帰
り
、
赤
尾
美
作
守
、
中
島
日
向
守
に
就
て
勘
当
免
許
あ
ら
ん
こ

　
と
を
願
ひ
し
に
、
久
政
き
か
ず
。
殊
に
稲
葉
が
家
に
か
く
ま
は
れ
し
も
の
な

　
れ
ば
、
い
よ
〳
〵
疑
心
な
き
に
あ
ら
ず
と
て
用
ひ
ら
れ
ざ
り
し
か
ば
、
両
人

　
様
々
に
証
拠
を
と
り
て
詫
言






申
せ
し
ゆ
ゑ
、
久
政
も
黙

止

し
が
た
く
、
然
ら

　
ば
と
て
免
許
あ
り
て
差
置
か
れ
け
る
に
、
此

間







信
長
陣
替
の
時
丁
野






若
狭

6姉川合戦



　
守
と
共
に
討
つ
て
出
で
合
戦
し
、
織
田
勢
あ
ま
た
討
捕
り
し
か
ど
も
却
て
、

　
丁
野
も
半
助
も
久
政
の
に
く
み
を
受
け
な
が
ら
、
遠
藤
喜

右

衛

門

が
能
く
取

　
り
な
し
け
る
に
依



て
、
久
政
も
漸





く
思
返
し
、
此
頃
は
傍



近
く
出
勤
し
け
る

　
に
よ
り
、
今
日
評
定
の
席
へ
も
差
加
へ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
長
政
の
軍
慮
を

　
承
り
、
御
存
じ
の
如
く
某




は

三
ヶ
年
濃
州
に
罷
在






り
て
信
長
の
処
置
を
見
覚

　
え
て
候
ふ
が
、
心
の
は
や
き
こ
と
猿
猴






の
梢
を
伝
ふ
如
き
振
舞
に
候
へ
ば
三

　
田
村
ま
で
御
陣
替
あ
ら
ば
必
ず
そ
の
手
当
を
仕




り

候
ふ
べ
し
。
若

し
総
掛
り

　
に
軍
し
給
は
ゞ
味
方
難
渋
仕
り
候
は
ん
か
、
今
暫
時






敵
の
様
を
御
覧
あ
り
て

　
然
る
べ
き
か
と
申
し
け
る
に
、
長
政
宣





ふ
様
、
横
山
の
城
の
軍
急
な
れ
ば
、

　
其
儘






に
見
合
せ
が
た
し
。
敵
の
出
で
来
る
を
恐
れ
て
は
勿
々






軍
は
な
る
ま
じ
、

　
そ
の
上
に
延
々






と
せ
ば
、
横
山
終



に
攻
落






さ
る
べ
し
。
但
し
此
ほ
か
に
横
山

　
を
援



け
ん
術





あ
る
べ
き
や
。
今
に
於
て
は
戦
を
始
む
る
の
外



思
案
に
及
ば
ず

　
と
あ
り
け
る
を
聞
て
、
遠
藤
喜
右
衛
門
然
る
べ
く
覚
え
候
。
兎
角
す
る
内
に
、

　
横
山
の
城
中
の
者
も
後
詰





な
き
を
恨
み
降
参
し
て
敵
へ
加
は
る
ま
じ
き
に
も

　
あ
ら
ず
、
信
長
当
方
へ
打
入
り
し
よ
り
以
来






、
心
の
ま
ゝ
に
働
か
せ
候
ふ
こ

　
と
余
り
に
云
甲
斐
な
し
、
早
く
御
陣
替
然
る
べ
し
。
思
召
の
如
く
替
へ
お
ほ

　
せ
て
、
二
十
九
日
敵
陣
へ
無
二
無
三
に
切
入
り
給
は
ん
に
は
、
味
方
の
勝
利

　
疑
ひ
有
る
べ
か
ら
ず
。
仮
令





ば
敵
方
に
て
此
方






の
色
を
察
し
出
向
は
ゞ
、
そ

　
の
処
に
て
合
戦
す
べ
し
、
何
の
こ
は
き
こ
と
が
候
ふ
べ
き
。
喜
右
衛
門
に
於

　
て
は
必
定
信
長
を
撃
捕
る
か
討
死
仕
る
か
二
つ
の
道
を
出
で
候
ふ
ま
じ
と
思

　
定
め
候
、
早
早
御
出
陣
然
る
べ
し
と
申
す
に
よ
り
、
久
政
も
此
程
遠
藤
が
申

　
す
こ
と
を
一
度
も
用
ひ
ず
し
て
宜
敷
事








無
り
し
か
ば
、
此
度
許



り
は
喜
右
衛

　
門
尉





が
申
す
旨
に
同
心
あ
り
て
、
然
ら
ば
朝
倉
殿
に
は
織
田
と
遠
州
勢
と
二

　
手
の
内
何
方






へ
向
は
せ
給
ふ
べ
き
か
と
申
せ
し
に
よ
り
、
孫
三
郎
何
れ
へ
な

　
り
共
罷
向
ひ
申
す
べ
く
と
あ
り
し
か
ば
、
長
政
い
や
〳
〵
某
が
当
の
敵
は
信

　
長
な
り
、
依
て
某
信
長
に
向
ひ
候
ふ
べ
し
。
朝
倉
殿
に
は
遠
州
勢
を
防
ぎ
給

　
は
り
候
ふ
べ
し
と
定
め
て
陣
替
の
仕
度
を
ぞ
急
が
れ
け
る
。
遠
藤
喜
右
衛
門

　
尉
は
、
兼
て
軍
の
あ
ら
ん
時
敵
陣
へ
紛
れ
入
り
、
信
長
を
窺





ひ
撃
た
ん
と
思

　
ひ
し
か
ば
、
朋
輩
の
勇
士
に
談



ら
ひ
合
せ
け
る
は
、
面
々
明
日
の
軍
に
打
込

　
の
軍
せ
ん
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
、
偏





に
敵
陣
へ
忍
び
入
ら
ん
こ
と
を
心
掛
く
べ

　
し
。
然
し
な
が
ら
敵
陣
へ
忍
び
入
り
、
冥
加
有
て
信
長
を
刺
し
有
る
と
も
敵

　
陣
を
遁



れ
帰
ら
ん
こ
と
は
難
か
る
べ
し
。
然
ら
ば
今
宵
限
り
の
参
会
な
り
、

　
又
此
世
の
名
残
り
な
り
と
酒
宴
し
て
け
る
を
、
諸
士
は
偏
へ
に
老
武
者
が
壮



　
士



を
励
ま
す
為
の
繰
言
と
の
み
思
ひ
て
、
何





も
遠
藤
殿
の
仰
せ
ら
る
る
迄
も

　
な
し
、
我
々
も
明
日
の
軍
に
討
死
し
て
、
栄
名
を
後
世
に
伝
ふ
べ
き
に
て
候

　
ふ
と
答
へ
し
か
ば
、
喜
右
衛
門
尉
も
悦
び
、
左
様
に
て
こ
そ
誠
の
忠
臣
の
道

　
な
れ
、
は
や
暁
も
程
近
し
、
面
々
用
意
に
か
ゝ
ら
せ
給
へ
と
て
、
思
ひ
〳
〵

　
に
別
れ
け
り
。

　
か
く
の
如
く
遠
藤
の
決
死
は
頗





る
悲
壮
で
あ
る
が
、
彼
は
、
長
政
が
初
め
て

佐
和
山
に
於
て
信
長
と
対
面
し
た
と
き
、
信
長
の
到
底
頼
む
べ
か
ら
ざ
る
を
察

し
、
急
に
襲
っ
て
討
た
ん
こ
と
を
提
議
し
、
長
政
の
容
る
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な

か
っ
た
事
が
あ
る
。
ま
た
、
今
度






長
政
が
信
長
と
絶
縁
せ
ん
と
す
る
や
、
到
底

信
長
に
敵
し
が
た
き
を
知
っ
て
極
力
諫
止





せ
ん
と
し
た
。
し
か
も
、
い
よ
い
よ

手
切
れ
と
な
る
や
、
単
身
敵
陣
に
潜
入
し
て
、
信
長
を
討
た
ん
こ
と
を
決
心
す
。

実
に
、
浅
井
家
無
二
の
忠
臣
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
今
度
の
戦
い
、
浅
井
家
に
取
っ
て
必
死
の
合
戦
な
り
と
思
い
決
死

の
覚
後
を
し
た
者
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
、
そ
の
中
に
も
、
最
も
あ
わ
れ
な
る
は

浅
井
雅
楽
助







で
あ
る
。
雅
楽
助
の
弟
を
斎
宮
助








と
云
う
。
先
年
世
良
田
合
戦
、

御
影
寺
合
戦
（
永
禄
三
年
）
終
っ
て
間
も
な
く
、
浅
井
家
の
家
中
寄
り
合
い
、

諸
士
の
手
柄
話
の
噂
な
ど
し
た
。
そ
の
時
、
斎
宮
助
、
「
我
等
が
祖
父
大
和
守
、
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又
兄
な
る
玄
蕃
な
ど
が
働
き
に
及
ぶ
も
の
家
中
に
は
な
し
」
と
自
慢
し
た
。
兄

雅
楽
助
大
い
に
怒
っ
て
、
か
く
歴
々
多
き
中
に
、
そ
の
高
言
は
何
事
ぞ
と
叱
り

つ
け
た
。
兄
と
し
て
は
当
然
の
話
で
あ
る
。
だ
が
、
斎
宮
助
、
衆
人
の
前
に
て

叱
責
せ
ら
る
る
事
奇
怪
な
り
と
て
、
そ
れ
よ
り
兄
弟
永
く
不
和
に
な
っ
て
い
た

が
、
姉
川
合
戦
の
前
夜
、
二
十
七
日
の
夜
亥
刻
（
今
の
十
二
時
）
ば
か
り
に
、

兄
の
雅
楽
助
、
弟
斎
宮
助
の
陣
所
に
行
き
、
「
明
日
討
死
を
と
げ
る
身
と
し
て

何
と
て
不
和
を
残
さ
ん
。
今
は
遺
恨
を
捨
て
て
、
名
残
の
盃




せ

ん
。
父
尊
霊
を

見
度
く
ば
互
い
の
顔
を
見
る
こ
そ
よ
け
れ
」
と
、
眼
と
眼
を
見
か
わ
し
て
い
た

が
、
や
が
て
酒
を
乞
い
て
汲
み
交
し
、
譜
代
の
郎
党
共
も
呼
び
、
と
も
に
死
別

生
別
の
杯
を
汲
み
交
し
た
。

　
浅
井
方
の
悲
壮
の
決
心
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
ぶ
れ
ば
、
朝

倉
方
は
大
将
自
身
出
馬
せ
ず
、
し
か
も
大
将
義
景
の
因
循
姑
息
の
気
が
、
お
の

ず
と
将
士
の
気
持
に
し
み
渡
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
浅
井
家
の
将
士
ほ
ど
真

剣
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
朝
倉
対
徳
川
戦

　
姉
川
は
、
琵
琶
湖
の
東
北
、
近
江
の
北
境
に
在
る
金
糞






岳
に
発
し
た
梓





川
が

伊
吹
山
の
西
に
至
っ
て
西
に
折
れ
て
流
る
る
辺
り
を
姉
川
と
称
す
る
。
尚



西
流

し
て
長
浜
の
北
で
湖
水
へ
入
っ
て
い
る
。
姉
川
と
い
う
の
は
、
閻
魔





大
王
の
姉

の
竜
王
が
此
の
川
に
住
ん
で
い
る
か
ら
姉
川
と
云
い
初
め
た
と
い
う
伝
説
が
あ

る
が
、
閻
魔
大
王
の
姉
に
竜
王
が
あ
る
と
い
う
話
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
か
ら
、

之
れ
は
土
俗
の
伝
説
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
野
村
、
三
田
村
附
近
で
は
、
右

岸
の
高
さ
は
六
七
尺
以
上
で
、
昇
降
に
は
不
便
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
只



当
時
の

水
深
は
、
三
尺
位
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
川
水
を
み
だ
し
て
逐

い
つ
逐
わ
れ

つ
戦
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
六
月
二
十
八
日
午
前
三
時
に
浅
井
軍
は
野
村
に
朝
倉
勢
は
三
田
村
に
展
開
し

た
。

　
払
暁
を
待
っ
て
横
山
城
を
囲
ん
で
い
る
織
田
軍
を
攻
撃
せ
ん
と
云
う
の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
信
長
が
二
十
七
日
の
夜
敵
陣
に
た
く
か
が
り
火
を
見
て
、
敵

に
進
撃
の
気
配
あ
る
を
察
し
、
そ
れ
な
ら
ば
こ
ち
ら
か
ら
、
逆
撃
し
よ
う
と
云

う
の
で
、
姉
川
の
左
岸
に
進
出
し
て
い
た
か
ら
、
浅
井
朝
倉
軍
が
展
開
す
る
の

を
見
る
や
、
先
ず
織
田
徳
川
の
軍
か
ら
、
弓
銃
を
も
っ
て
、
挑
戦
し
た
。
こ
れ

は
浅
井
朝
倉
勢
に
と
っ
て
は
可
成
り
意
外
だ
っ
た
ろ
う
。

　
三
田
村
の
朝
倉
勢
に
対
す
る
も
の
は
家
康
、
野
村
に
あ
る
浅
井
軍
に
対
抗
す

る
も
の
は
信
長
勢
で
あ
っ
た
。

　
先
ず
徳
川
朝
倉
の
間
に
戦
端
が
開
か
れ
た
。
家
康
は
、
小
笠
原
長
忠
を
先
陣

と
し
、
右
に
酒
井
忠
次
、
榊
原
康
政
、
左
に
本
多
平
八
郎
忠
勝
、
内
藤
信
重
、

大
久
保
忠
世





、
自
分
自
身
は
旗
本
を
率
い
て
正
面
に
陣
し
た
。

　
本
多
忠
勝
、
榊
原
康
政
共
に
年
二
十
三
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
血
気
の
働
き
盛

り
な
わ
け
で
あ
っ
た
。

　
朝
倉
方
は
、
黒
坂
備
中
守
、
小
林
瑞
周
軒









、
魚
住
左
衛
門
尉










を
先
頭
と
し

て
斬
っ
て
か
か
っ
た
。
徳
川
家
康
と
し
て
も
晴
れ
の
戦
で
あ
っ
た
か
ら
、
全
軍

殊
死
し
て
戦
い
、
朝
倉
勢
も
、
亦
よ
く
戦
っ
た
。
朝
倉
勢
左
岸
に
迫
ら
ん
と
す

れ
ば
、
家
康
勢
こ
れ
を
右
岸
に
逐
い
、
徳
川
勢
右
岸
に
迫
ら
ん
と
す
れ
ば
、
朝

倉
勢
こ
れ
を
左
岸
に
逐
い
す
く
め
た
。

　
其
の
中



徳
川
勢
稍



後
退
し
た
。
朝
倉
勢
、
す
わ
い
く
さ
に
勝
ち
た
る
ぞ
と
て

姉
川
を
渡
り
て
左
岸
に
殺
到
し
た
と
こ
ろ
、
徳
川
勢
ひ
き
寄
せ
て
、
左
右
よ
り

之
れ
を
迎
え
撃
っ
た
。
酒
井
忠
次
、
榊
原
康
政
等
は
姉
川
の
上
流
を
渡
り
、
朝

倉
勢
の
側
面
か
ら
横
槍
を
入
れ
て
無
二
無
三
に
攻
め
立
て
た
の
で
、
朝
倉
勢
漸

8姉川合戦



く
浮
き
足
立
っ
た
。
徳
川
勢
之
に
乗
じ
て
追
撃
し
た
の
で
、
朝
倉
軍
狼
狽






し
て

川
を
渡
っ
て
退
か
ん
と
し
、
大
将
孫
三
郎
景
健
さ
え
乱
軍
の
中
に
取
り
巻
か
れ

た
。
其
の
時
、
朝
倉
家
に
於
て
、
唯
一
の
豪
の
者
と
き
こ
え
た
真
柄
十
郎
左
衛

門
直
隆
取
っ
て
返
し
て
奮
戦
し
た
。
十
郎
左
衛
門
は
此
の
度
の
戦
に
景
健
後
見

と
し
て
義
景
か
ら
特
に
頼
ま
れ
て
出
陣
し
た
男
だ
。
彼
は
講
釈
で
も
有
名
な
男

だ
が
、
北
国
無
双
の
大
力
で
あ
る
。
そ
の
使
っ
て
い
る
太

刀

は
有
名
な
太
郎
太

刀
だ
。

　
越
前
の
千
代
鶴
と
い
う
鍛
冶
が
作
り
出
し
た
太
刀
で
七
尺
八
寸
あ
っ
た
と
云

わ
れ
て
い
る
。
講
釈
で
は
余
り
幅
が
広
い
の
で
、
前
方
を
見
る
邪
魔
に
な
ら
ぬ

よ
う
窓
を
つ
け
て
あ
っ
た
と
云
う
。
そ
れ
は
、
嘘
だ
ろ
う
が
、
重
量
を
減
す
た

め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
窓
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
が
一
説
に
五
尺
三
寸
と
云
う

か
ら
、
其
の
方
が
本
当
で
あ
っ
た
ろ
う
。
だ
が
真
柄
の
領
内
で
、
こ
の
太
刀
を

担


げ
る
百
姓
は
た
っ
た
一
人
で
、
常
に
家
来
が
四
人
で
荷



っ
た
と
い
う
か
ら
、

七
尺
八
寸
と
い
う
方
が
本
当
か
も
知
れ
な
い
。

　
之
に
対
し
て
次
郎
太
刀
と
い
う
の
も
あ
っ
た
。
其
の
方
は
六
尺
五
寸
（
一
説

に
は
四
尺
三
寸
）
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

　
直
隆
、
景
健
の
苦
戦
を
見
て
、
太
郎
太
刀
を
「
薙
刀






の
如
く
」
ふ
り
か
ざ
し
、

馬

手

弓
手





当
る
を
幸
い
に
薙
ぎ
伏
せ
斬
り
伏
せ
、
竪



ざ
ま
横
ざ
ま
、
十
文
字
に

馳
通






り
、
向
う
者
の
兜





の
真
向
、
鎧





の
袖
、
微
塵
に
な
れ
や
と
斬
っ
て
廻
れ
ば
、

流
石





の
徳
川
勢
も
、
直
隆
一
人
に
斬
り
立
て
ら
れ
、
直
隆
の
向
う
所
、
四
五
十

間
四
方
は
小
田
を
返
し
た
る
如
く
に
な
っ
た
。
か
く
て
孫
三
郎
景
健
の
危
急
を

救
い
漸
く
右
岸
に
退
却
し
た
。
だ
が
、
ふ
り
返
る
と
味
方
が
、
尚
左
岸
に
苦
戦

し
て
ひ
き
と
り
か
ね
て
い
る
者
が
多
い
の
を
見
て
、
さ
ら
ば
、
援



け
え
さ
す
べ

し
と
て
引
き
返
す
。

　
此
時
朝
倉
方
の
大
将
、
黒
坂
備
中
守
、
前
波
新
八
郎
、
尚
左
岸
に
あ
り
奮
戦

し
て
い
た
。
前
述
し
て
置
い
た
小
笠
原
与
八
郎
長
忠
は
、
他
国
の
戦
に
供

奉

せ

し
は
、
今
度
が
初
め
て
の
事
な
の
で
目
を
驚
か
せ
る
程
の
戦
せ
ん
と
て
、
黒
坂

備
中
守
に
馳
合
っ
た
。
二
人
と
も
十
文
字
の
槍
だ
っ
た
が
、
小
笠
原
の
十
文
字

稍



長
か
っ
た
為
め
に
、
黒
坂
が
十
文
字
に
か
ら
み
と
ら
れ
、
既
に
危
く
見
え

た
の
を
、
小
笠
原
槍
を
捨
て
、
太
刀
を
ひ
き
ぬ
い
て
、
備
中
守
の
兜
を
真
向
に

撃
ち
、
黒
坂
目
く
る
め
き
な
が
ら
、
暫



し
は
鞍
に
こ
ら
え
け
る
を
、
二
の
太
刀

に
て
馬
よ
り
下
へ
斬
っ
て
落
す
。
黒
坂
撃
た
れ
て
、
朝
倉
勢
乱
れ
立
ち
、
全
軍

危
く
見
え
し
所
に
、
真
柄
十
郎
左
衛
門
及
び
長
男
十
郎
三
郎
直
基






馳

け
来
っ
て
、

父
は
太
郎
太
刀
、
子
は
次
郎
太
刀
を
持
っ
て
縦
横
に
斬
り
廻
っ
た
の
で
、
徳
川

勢
も
左
右
に
崩
れ
立
っ
た
の
で
、
越
前
勢
漸
く
虎
口
を
遁



れ
て
姉
川
を
渉



り
て

退
く
。
真
柄
父
子
殿




し

て
退
か
ん
と
す
る
所
に
、
徳
川
勢
の
中
よ
り
匂
坂






式
部

同
じ
く
五
郎
次
郎
同
じ
く
六
郎
五
郎
、
郎
党
の
山
田
宗
六
主
従
四
人
真
柄
に
馳

け
向
う
。
真
柄
「
大
軍
の
中
よ
り
只
四
人
に
て
我
に
向
う
こ
と
か
わ
ゆ
し
」
と

て
取
っ
て
返
す
。
式
部
手
鑓





に
て
真
柄
が
草
摺






の
は
ず
れ
、
一
鑓
に
て
突
き
た

れ
ど
、
真
柄
物
と
も
せ
ず
、
大
太
刀
を
も
っ
て
払
い
斬
り
に
斬
り
た
れ
ば
、
匂

坂
が
甲





の
吹
返
し
を
打
ち
砕
き
、
余
る
太
刀
に
て
鑓
を
打
落
す
。
式
部
が
弟
五

郎
次
郎
、
兄
を
か
ば
わ
ん
と
て
、
立
ち
向
う
を
、
真
柄
余
り
に
強
く
打
ち
け
れ

ば
、
五
合
郎
が
太
刀
を
※

元







よ
り
斬
り
落
し
、
右
手
の
股



を
な
ぎ
す
え
た
。

五
郎
、
太
刀
の
柄
ば
か
り
握
っ
て
、
既
に
危
く
見
え
け
る
を
、
弟
六
郎
と
宗
六

透
間





も
な
く
救



け
来



る
。

　
真
柄
太
刀
と
り
直
し
、
宗
六
を
唐
竹
割
に
割
り
つ
け
た
が
、
其
の
時
六
郎
鎌

鑓
に
て
、
真
柄
を
掛
け
倒
す
。
流
石
無
双
の
大
力
の
真
柄
も
、
六
十
に
近
い
老



武
者
で
あ
る
し
、
朝
よ
り
数
度
の
働
き
に
つ
か
れ
て
い
た
為
め
だ
ろ
う
。
起
き

上
る
と
、
尋
常
に
「
今
は
之
れ
迄
な
り
。
真
柄
が
首
を
取
っ
て
武
士
が
誉
れ
に

せ
よ
」
と
云
っ
た
。

9



　
六
郎
、
兄
の
式
部
に
首
を
取
れ
と
云
っ
た
が
、
式
部
手
を
負
い
て
叶
い
難
し
、

汝
取
れ
と
云
っ
た
の
で
六
郎
走
り
か
か
っ
て
首
を
打
落
し
た
。
『
太
閤
記
』
で

は
、
匂
坂
兄
弟
が
真
柄
一
人
に
や
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
多
平
八
郎
忠
勝

馬
を
お
ど
ら
せ
馳
せ
来
り
、
一
丈
余
り
の
鉄
の
棒
を
も
っ
て
、
真
柄
と
決
戦
三

十
余
合
、
北
国
一
と
聞
え
た
る
勇
士
と
東
国
無
双
と
称
す
る
壮
士
と
が
戦
い
、

真
柄
が
老
年
の
為
め
に
、
遂
に
忠
勝
に
撃
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
併



し
こ
れ
は
、
勇
士
真
柄
の
最
期
を
飾
る
為
め
に
本
多
忠
勝
の
為
め
に
撃
た

れ
た
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
真
柄
と
忠
勝
と
が
、
三
十
余
合
撃
ち
合
っ
た

と
す
れ
ば
、
戦
国
時
代
の
一
騎
討
と
し
て
、
こ
れ
に
勝
る
メ
イ
ン
・
エ
ヴ
ェ
ン

ト
は
な
い
わ
け
だ
が
、
本
当
は
矢
張
り
、
匂
坂
兄
弟
に
撃
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
子
の
十
郎
直
基
（
隆
基
と
い
う
本
も
あ
る
）
は
、
父
が
撃
た
れ
た
と
聞
く
と
、

せ
め
て
父
が
討
死
せ
し
と
こ
ろ
を
見
ば
や
と
、
馬
を
返
す
所
を
、
青
木
所
左
衛

門
出
で
合
い
、
「
音
に
聞
え
し
真
柄
殿
、
何

処

へ
行
き
給
う
ぞ
や
、
引
返
し
勝

負
あ
れ
」
と
呼
び
け
れ
ば
、
「
引
く
と
は
何
事
ぞ
、
悪



い
男
の
言
葉
哉



。
い
で

も
の
見
せ
ん
」
と
云
う
ま
ま
に
、
父
に
劣
り
し
太
刀
な
れ
ど
、
受
け
て
見
よ
や

と
、
六
尺
五
寸
の
次
郎
太
刀
打
ち
振
り
、
青
木
の
郎
党
が
立
ち
塞
が
る
を
、
左

右
に
斬
っ
て
落
す
。
所
左
衛
門
、
鎌
鑓
を
打
ち
か
け
、
直
基
が
右
手
の
肱



を
斬

っ
て
落
す
。
直
基
、
今
は
之
れ
ま
で
と
思
い
け
ん
、
尋
常
に
首
を
授
く
。

　
越
前
勢
一
万
余
騎
の
中
、
真
柄
父
子
の
勇
戦
と
、
こ
の
尋
常
の
最
期
と
は
、

後
迄
も
長
く
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
尚
『
太
閤
記
』
に
よ
る
と
、
直
基
は
討
死

す
る
前
に
父
の
か
ば
ね
と
父
が
使
っ
て
い
た
太
刀
と
を
郎
党
に
持
た
せ
て
、
本

国
へ
返
し
た
よ
う
に
か
い
て
あ
る
。
戦
争
中
、
そ
ん
な
余
裕
は
無
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
併
し
昔
の
戦
争
は
、
呑
気





な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
ら
、
そ
ん
な
事
が

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

『
三
州
志
』
に
よ
る
と
、
加
賀
の
白
山
神
社
の
真
柄
の
太
刀
と
伝
称
し
来



る
も

の
あ
り
、
柄
が
三
尺
、
刀
身
が
六
尺
、
合
せ
て
九
尺
、
厚
さ
六
分
、
幅
一
寸
六

分
あ
り
、
鎌
倉
の
行
光
の
作
で
あ
る
。
行
光
は
正
宗
の
父
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

越
前
の
気

比

神
社
に
真
柄
の
太
刀
の
鞘



だ
け
が
あ
る
。
其
の
鞘
に
は
、
小
豆
が

三
升
入
る
。
此
の
鞘
の
寸
法
と
白
山
神
社
の
鞘
の
寸
法
と
は
、
少
し
違
っ
て
い

る
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
姉
川
の
沿
岸
は
、
水
田
多
く
、
人
馬
の
足
立
た
ず
、
殊
に
越
前
勢
は
、
所
の

案
内
を
知
ら
ざ
る
故
、
水
田
沼
沢
の
地
に
人
馬
陥
り
、
撃
た
る
る
者
が
多
か
っ

た
。
真
柄
父
子
を
始
め
と
し
、
前
波
兄
弟
、
小
林
瑞
周
軒
、
竜
門
寺
、
黒
坂
備

中
守
等
大
将
分
多
く
討
死
し
た
。
之
に
比
べ
る
と
、
案
内
を
知
っ
た
浅
井
方
の

討
死
は
少
か
っ
た
。

　
こ
う
書
い
て
く
る
と
徳
川
勢
は
余
り
苦
心
を
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
併
し
朝

倉
勢
に
、
裏
切
り
組
と
い
う
の
が
あ
り
、
百
人
位
の
壮
士
を
選
び
、
各
人
四
尺

五
寸
、
柄

長
く
造
ら
せ
た
る
野
太
刀
を
持
ち
、
戦
い
の
最
中
、
森
陰
か
ら
現
わ

れ
て
、
不
意
に
、
家
康
の
旗
本
へ
切
り
か
か
っ
た
。
為
に
旗
本
大
い
に
崩
れ
立

ち
、
清
水
久
三
郎
等
家
康
の
馬
前
に
立
ち
塞
が
り
、
五
六
人
斬
り
伏
せ
た
の
で
、

漸
く
事
無
き
を
得
た
。

　
之
れ
は
後
年
の
話
だ
が
、
徳
川
頼
宣






が
あ
る
時
の
話
に
「
加
藤
喜
介
正
次
は
、

常
に
刀
脇
ざ
し
の
柄
に
手
を
か
け
居
り
候
に
付
き
、
人
々
笑
っ
た
と
こ
ろ
、
加

藤
喜
介
曰
く
『
姉
川
合
戦
の
時
、
朝
倉
が
兵
二
騎
味
方
の
真
似
し
て
、
家
康
公

の
傍



へ
近
付
き
抜
き
う
ち
に
斬
ら
ん
と
し
た
。
喜
介
常
に
刀
に
手
を
か
け
居
る

故
、
直
ち
に
二
騎
の
一
人
を
斬
り
と
め
他
の
一
人
は
天
野
三
郎
兵
衛
討
止
め
た
。

此
の
時
家
康
公
も
太
刀
一
尺
程
抜
き
、
そ
の
太
刀
へ
血
か
か
る
程
の
事
な
り
。

だ
か
ら
平
生
で
も
刀
の
柄
に
手
を
か
け
て
い
る
の
だ
』
と
云
っ
た
と
云
う
が
、

喜
介
よ
り
も
其
の
朝
倉
の
兵
は
も
っ
と
勇
敢
だ
。
敵
の
中
に
只
二
人
だ
け
乗
り

込
み
討
死
す
。
而
も
二
人
の
首
の
中
に
『
一
足
無
間





』
と
云
う
、
誓
文
を
含
ん

10姉川合戦



で
い
た
と
云
う
。
さ
て
さ
て
思
い
切
っ
た
、
豪
の
者
な
り
」
と
、
褒
め
た
と
い

う
が
、
こ
れ
で
見
て
も
、
か
な
り
朝
倉
方
も
や
っ
た
事
が
分
る
。

　
朝
倉
勢
が
姉
川
を
越
え
て
、
徳
川
軍
に
迫
っ
た
時
は
、
相
当
激
し
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
浅
井
軍
の
血
戦

　
浅
井
を
向
う
に
廻
し
た
織
田
勢
の
方
は
、
も
っ
と
苦
戦
で
あ
っ
た
。
浅
井
方

の
第
一
陣
、
磯
野
丹
波
守
は
勇
猛
無
双
の
大
将
だ
。
其
の
他
之
に
従
う
高
宮
三

河
守
、
大
野
木
大
和
守
そ
の
他
、
何
れ
も
武
勇
の
士
で
あ
る
。
元
来
浅
井
軍
は

中
々
強
い
の
だ
。
だ
か
ら
木
下
藤
吉
郎
が
、
一
番
陣
を
望
ん
だ
が
許
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
秀
吉
の
軍
勢
は
、
多
年
近
江
に
居
て
浅
井
軍
と
接
触
し
て
い

る
為
め
、
浅
井
の
武
威
に
恐
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
心
配
だ
っ
た
。
従
っ
て

信
長
も
長
政
を
優
待
し
て
、
味
方
に
し
て
お
き
度
か
っ
た
の
だ
。
丹
波
守
を
先

頭
に
、
総
勢
五
千
余
騎
、
鉄
砲
を
う
ち
か
け
て
、
織
田
の
一
番
陣
、
酒
井
右
近

の
陣
に
攻
め
か
か
る
。
丹
波
守
自
ら
鑓
を
と
っ
て
先
頭
に
進
み
、
騎
馬
の
強
者






真
先
に
立
っ
て
殺
到
し
た
。

　
右
近
の
陣
は
鉄
砲
に
打
ち
す
く
め
ら
れ
嫡
子
久
蔵
（
十
六
歳
）
を
初
め
百
余

人
撃
た
れ
て
、
敗
走
し
た
。
二
番
側



え
池
田
勝
三
郎
も
丹
波
守
の
猛
威
に
討
靡






け
ら
れ
て
敗
走
し
た
。

『
太
閤
記
』
に
よ
る
と
第
三
陣
の
木
下
秀
吉
が
奮
戦
し
て
丹
波
守
を
敗
る
事
に

な
っ
て
い
る
が
、
之
れ
は
秀
吉
中
心
の
本
だ
か
ら
、
い
つ
で
も
、
秀
吉
が
手
柄

を
現
す
よ
う
に
か
い
て
あ
る
。
本
当
は
信
長
の
陣
が
十
三
段
の
備
え
の
内
十
一

段
ま
で
崩
れ
た
と
い
う
か
ら
、
木
下
秀
吉
、
柴
田
勝
家
、
森
可
成
の
驍

将








達

も
一
時
は
相
当
や
ら
れ
た
ら
し
い
。
一
時
は
姉
川
か
ら
十
町
ば
か
り
を
退
却
し

た
と
い
う
か
ら
、
信
長
の
旗
本
も
危
険
に
瀕
し
た
に
違
い
な
い
。
只
家
康
の
方

が
早
く
も
朝
倉
勢
に
勝
色






を
見
せ
初
め
た
の
で
家
康
の
援
軍
と
し
て
控
え
て
い

る
稲
葉
一
徹
が
、
家
康
の
方
は
も
う
大
丈
夫
と
見
て
、
浅
井
勢
の
右
翼
に
横
槍

を
入
れ
た
の
と
、
横
山
城
の
お
さ
え
に
残
し
て
お
い
た
氏
家






卜
全
と
安
藤
伊
賀

と
が
浅
井
勢
の
左
翼
を
攻
撃
し
た
。
こ
う
し
た
横
槍
に
よ
っ
て
、
織
田
軍
は
や

っ
と
盛
り
返
し
て
浅
井
勢
を
破
っ
た
の
だ
。

　
戦
後
、
信
長
、
「
義
濃
三
人
衆
の
横
槍
弱
か
り
せ
ば
我
が
旗
本
粉
骨
を
つ
く

す
べ
か
り
し
が
」
と
云
っ
て
稲
葉
、
氏
家
、
安
藤
三
人
に
感
状
、
名
馬
、
太
刀

等
を
や
っ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
戦
い
の
様
子
が
分
る
と
思
う
。
そ
れ
に
家
康

の
方
が
先
に
朝
倉
に
勝
っ
た
の
で
、
浅
井
の
将
士
も
不
安
に
な
っ
て
、
み
だ
れ

始
め
た
の
だ
ろ
う
。

　
徳
川
と
織
田
と
は
、
非
常
に
離
れ
て
戦
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
最
後
に

は
乱
戦
に
な
っ
た
ら
し
く
、
酒
井
忠
次
の
払
っ
た
長
刀






の
ほ
こ
先
が
信
長
勢
の

池
田
勝
三
郎
信
輝
の
股
に
当
っ
た
位
だ
。
後
年
、
人
呼
ん
で
此
の
傷
を
左
衛
門

疵


と
云
っ
た
。
池
田
と
酒
井
と
は
、
前
夜
信
長
の
前
で
、
家
康
を
先
陣
に
す
る

か
し
な
い
か
で
議
論
を
し
合
っ
た
仲
な
の
だ
。
其
の
時
酒
井
は
、
「
兎
角
の
評

議
は
明
日
の
鑓
先
に
あ
る
」
と
云
っ
て
別
れ
て
帰
っ
た
。
だ
か
ら
酒
井
の
長
刀

が
池
田
の
股
に
当
っ
た
こ
と
は
二
人
と
も
第
一
戦
に
立
っ
て
奮
戦
し
て
い
た
わ

け
で
、
双
方
と
も
前
夜
の
言
葉
に
違



わ
な
か
っ
た
わ
け
で
、
「
ゆ
ゆ
し
き
振
舞

い
か
な
」
と
人
々
感
じ
あ
っ
た
と
云
う
。

　
浅
井
勢
の
中
に
於
て
、
其
の
壮
烈
、
朝
倉
の
真
柄
直
隆
に
比
す
べ
き
も
の
は
、

遠
藤
喜
右
衛
門
尉
だ
。
喜
右
衛
門
の
事
は
前
に
も
書
い
て
あ
る
が
、
喜
右
衛
門

は
、
単
身
信
長
に
近
づ
い
て
差
違
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
彼
は
首
を
提

げ
て

血
を
以
っ
て
面





を
穢



し
髪
を
振
り
乱
し
、
織
田
勢
に
紛
れ
込
み
、
「
御
大
将
は

何
処





に
在



し
ま
す
ぞ
」
と
探
し
廻
っ
て
、
信
長
の
い
る
す
ぐ
側
迄
来
た
と
こ
ろ
、
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竹
中
半
兵
衛
の
長
子
久
作
之



を
見
と
が
め
、
味
方
に
し
て
は
傍
目





多
く
使
う
と

て
、
名
乗
り
か
け
て
引
き
組
み
、
遂
に
遠
藤
の
首
を
あ
げ
た
。
久
作
、
か
ね
て

朋
友
に
今
度






の
戦
、
我
れ
必
ず
遠
藤
を
討
取
る
べ
し
と
豪
語
し
て
い
た
。
友
人

が
其
の
故
を
問
う
と
、
久
作
曰
く
、
「
我
れ
且
て
江



州
に
遊
ん
で
常
に
遠
藤
と

親
し
む
、
故
に
よ
く
そ
の
容
貌
を
知
っ
て
い
る
。
遠
藤
戦
い
あ
る
毎
に
、
必
ず

魁


殿



を

志
す
、
故
に
我
必
ず
彼
を
討
ち
取
る
べ
し
」
と
。
果
し
て
其
の
言
葉
の

通
り
で
あ
っ
た
。

　
喜
右
衛
門
は
、
信
長
と
戦
端
を
開
く
時
に
は
、
浅
井
家
長
久
の
為
め
に
極
力

反
対
し
た
が
、
い
ざ
戦
う
と
な
る
と
、
壮
烈
無
比
な
死
に
方
を
し
て
い
る
。
浅

井
家
第
一
の
忠
臣
と
云
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
浅
井
方
の
大
将
安
養
寺
三
郎
左
衛
門
は
、
織
田
と
浅
井
家
の
同
盟
を
斡
旋






し

た
男
だ
。
長
政
を
落
さ
ん
と
し
て
奮
戦
中
馬
を
鉄
砲
で
射
ら
れ
て
落
馬
し
た
の

で
、
遂
に
擒





り
に
せ
ら
れ
て
信
長
の
前
に
引
き
据
え
ら
れ
た
。
信
長
は
安
養
寺

に
は
好
意
を
持
っ
て
い
た
と
み
え
「
安
養
寺
久
し
く
」
と
云
っ
た
。
安
養
寺
、

言
葉
な
く
、
「
日
頃
の
お
馴
染
に
疾

く
疾
く
首
を
は
ね
ら
れ
候
え
」
と
云
っ
た

が
、
「
汝
は
仔
細
あ
る
者
な
れ
ば
先
ず
若
者
共
の
と
り
た
る
首
を
見
せ
よ
」
と

云
っ
た
。
つ
ま
り
、
名
前
の
分
ら
な
い
首
の
鑑
定
人
に
さ
れ
た
わ
け
だ
。
小
姓

織
田
於
直





の
持
ち
来
れ
る
首
、
安
養
寺
見
て
「
こ
れ
は
私
の
弟
甚
八
郎
と
申
す

も
の
に
候
」
と
云
っ
た
。
ま
た
、
小
姓
織
田
於
菊
の
持
ち
来
れ
る
首
「
こ
れ
は

私
の
弟
彦
六
と
申
す
も
の
に
て
候
」
と
申
す
。
信
長
、
「
さ
て
さ
て
不
憫





の
次

第
な
り
、
汝
の
心
底
さ
ぞ
や
」
と
同
情
し
た
。

　
竹
中
久
作
が
取
り
た
る
首
を
見
す
れ
ば
、

「
之
れ
は
紛
れ
も
な
く
喜
右
衛
門
尉
に
て
候
。
喜
右
衛
門
尉
一
人
諫



め
を
も
意

見
を
も
申
し
て
候
。
其
の
他
に
は
誰
一
人
久
政
に
一
言
申
す
も
の
候
わ
ず
。
浅

井
の
柱
石
と
頼
み
し
者
に
候
」
と
云
っ
た
。

　
其
の
後
信
長
、
安
養
寺
に
、
此
の
勢
い
に
乗
っ
て
小
谷
に
押
し
よ
せ
一
気
に

攻
め
落
さ
ん
と
思
え
ど
如
何
と
聞
い
た
。
安
養
寺
笑
っ
て
、
「
浅
井
が
た
め
に

死
を
急
く
某




に

戦
の
進
退
を
問
わ
せ
給
う
殿
の
御
意
こ
そ
心
得
ぬ
が
、
答
え
ぬ

の
も
臆
し
た
る
に
似
て
い
る
か
ら
答
え
る
が
、
久
政
に
従
っ
て
小
谷
に
留
守
し

て
い
る
士




が

三
千
余
人
は
居
る
。
長
政
と
共
に
退
却
し
た
者
も
三
千
余
人
は
候

う
べ
し
。
其
の
上
兵
糧
、
玉

薬







は
、
年
来
貯
え
て
乏
し
か
ら
ず
、
半
年
や
一

年
は
持
ち
こ
ら
え
申
す
べ
し
」
と
答
え
た
。

　
こ
の
安
養
寺
の
答
で
、
秀
吉
が
小
谷
城
進
撃
を
進
言
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

一
先
ず
軍
を
返
し
た
。
そ
の
後
、
浅
井
は
尚
三
年
の
久
し
き
を
保
つ
事
が
出
来

た
。
或
書
に
、
此
の
時
、
秀
吉
の
策
を
用
い
、
直
ち
に
小
谷
を
攻
撃
し
た
な
ら

ば
、
小
谷
は
一
日
も
支
え
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
に
、
安
養
寺
が
舌
頭
に
於

て
信
長
に
疑
惑
の
思
い
を
起
し
た
の
は
、
忠
節
比
類
無
し
と
褒
め
て
あ
る
。

　
信
長
は
、
安
養
寺
が
重
ね
て
「
首
を
は
ね
よ
」
と
云
う
を
き
か
ず
自
分
に
従

え
よ
と
す
す
め
た
が
聴
か
な
い
の
で
、
「
然
ら
ば
立
ち
帰
り
て
、
浅
井
に
忠
節

を
尽
せ
よ
」
と
て
、
小
谷
へ
帰
し
た
。
忍
人






信
長
と
し
て
は
大
出
来
で
あ
る
。

　
浅
井
勢
は
総
敗
軍
に
な
っ
て
小
谷
城
へ
引
上
げ
た
が
、
磯
野
丹
羽
守
は
、
木

下
秀
吉
、
美
濃
三
人
衆
等
に
囲
ま
れ
て
散
々
に
戦
い
、
手
勢
僅
か
五
百
騎
に
討

ち
な
さ
れ
な
が
ら
、
織
田
軍
の
中
を
馳

け
破
っ
て
、
居
城
、
佐
和
山
へ
引
上
げ

た
。
稲
葉
一
徹
の
兵
、
逐
わ
ん
と
し
た
が
、
斎
藤
内
蔵
助







、
「
磯
野
の
今
日
の

ふ
る
ま
い
は
、
凡
人
に
非
ず
、
追
う
と
も
易
く
討
ち
取
る
べ
き
に
非
ず
」
と
て

逐
わ
し
め
な
か
っ
た
。

　
此
の
戦
い
は
、
元
亀
元
年
六
月
二
十
八
日
だ
か
ら
、
未
だ
真
夏
と
云
っ
て
も

よ
い
位
だ
か
ら
、
勝
っ
た
信
長
の
軍
勢
も
、
暑
さ
で
、
へ
と
へ
と
に
疲
れ
て
い

た
だ
ろ
う
し
、
す
ぐ
手
数
の
か
か
る
攻
囲
戦
に
従
う
事
は
信
長
に
し
て
も
考
え

た
の
だ
ろ
う
。
元
亀
は
三
年
で
天
正
と
改
元
し
た
。
朝
倉
が
亡
ん
だ
の
は
、
天
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正
元
年
の
八
月
で
、
浅
井
が
亡
ん
だ
の
は
其
の
翌
月
の
九
月
で
あ
っ
た
。
そ
の

三
年
間
浅
井
朝
倉
が
聯
合
し
て
江
北
に
於
て
い
く
ら
か
策
動
し
て
い
る
が
、
併

し
戦
前
の
勢
に
比
べ
る
と
、
も
う
見
る
か
げ
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
此
の
戦
い
に
於
て
、
男
を
あ
げ
た
の
は
家
康
で
、
信
長
の
為
め
に
、
粉
骨
の

戦
を
な
し
て
、
恩
を
き
せ
る
と
共
に
自
分
の
地
位
を
築
い
た
わ
け
で
あ
る
。
徳

川
家
に
関
係
の
あ
る
本
に
は
、
姉
川
の
勝
利
は
神
君
の
力
で
あ
る
と
い
う
よ
う

に
書
い
て
あ
る
が
、
そ
う
い
う
ひ
い
き
目
を
さ
し
引
い
て
も
、
家
康
に
取
っ
て

は
、
正
に
出
世
戦
争
と
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
姉
川
合
戦
の
直
後
、
信
長
が
秀
吉
の
策
を
用
い
て
、
す
ぐ
小
谷
城
を
攻
め
落

し
た
な
ら
ば
、
長
政
の
妻
の
お
市
殿
に
は
、
未
だ
長
女
の
お
茶
々
は
生
れ
て
い

な
い
だ
ろ
う
。
結
婚
し
た
の
が
、
永
禄
十
一
年
四
月
だ
か
ら
、
生
れ
て
い
た
か

ど
う
か
、
多
分
ま
だ
腹
の
中
に
い
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
落
城
の
ド
サ
ク
サ
ま

ぎ
れ
に
、
流
産
し
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
淀
君
な
ど
云
う
も
の
は
、
生
れ
て
来

な
か
っ
た
か
も
知
れ
ん
。

　
つ
ま
り
秀
吉
は
、
後
年
溺
愛
し
た
淀
君
を
抹
殺
す
べ
く
、
小
谷
城
攻
略
を
進

言
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
淀
君
が
居
な
か
っ
た
ら
、
豊
臣
家
の
社

稷







は
も
っ
と
つ
づ
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
事
を
考
え
る
と
、
歴
史
上
の
事

件
に
は
あ
ら
ゆ
る
因
子
の
つ
な
が
り
が
あ
る
わ
け
だ
。
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底
本
：
「
日
本
合
戦
譚
」
文
春
文
庫
、
文
藝
春
秋
社

　
　
　1987
（
昭
和62

）
年2
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日
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刷
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
の
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
（
「
十
二
ヶ
国
」

等
）
を
大
振
り
に
、
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
「
金
ヶ
崎
殿
軍
」
等
）
を

小
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
底
本
で
は
本
文
が
「
新
字
新
仮
名
」
引
用
文
が
「
新
字
旧
仮
名
」
で
す
が
、

ル
ビ
は
「
新
仮
名
」
を
共
通
し
て
使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ル
ビ

の
拗
音
・
促
音
は
小
書
き
に
し
ま
し
た
。

入
力
：
網
迫
、
大
野
晋
、Juki

校
正
：
土
屋
隆

2009

年7

月19

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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